
 
【iPhone 実験レポート】教育現場 vol.14 

練馬区立開進第二中学校 1、２年生  

2009 年 12 月 4 日（金） ２、３、５時間目「社会」 

 

中学校に入ると、学校の授業は難易度が高くなり、先生の話のスピードも速くなります。小学校までとは状況が

変わって、周囲は授業への情報保障導入を考え始める時期です。しかし一方で、大人の通訳者が教室内に入

ることに本人が心理的抵抗を感じ始めるのも、自立への一歩を踏み出す思春期の特徴です。 

 

今日の実験は、そんな思春期まっただ中の３人の生徒さんが通う練馬区立開進第二中学校。この学校には難

聴教室があり、数年前から体育館行事でのスクリーン表示による情報保障を導入してきましたが、授業でのパ

ソコン文字通訳は初めてです。 

 

利用者さんたちの希望も聞きながら、初めての iPhone 文字通訳実施科目に選んだ科目は、３人とも「社会」。

「面白い話が多いので、それを伝えてあげたいんです」と、難聴教室の先生はおっしゃっていましたが、始まっ

てみたら本当にそのとおり。この授業、情報保障なしでどうやって参加していたのだろう？ と思うほど、教科書

には書いていないエピソードにあふれる授業がアップテンポで進んでいきます。 

     

① ２限：中１男子「社会」         ② ３限：中１男子「社会」       ③５限：中２男子「社会」 

 

３人の利用者さんのうち１名は今日が３回目の実験でしたが、他の２名は初めて。後ろで見ているお母様の心

配をよそに、ご本人たちは意外なほどに冷静に字幕を使っていたようです。ある利用者のお母様は「今回の

iPhoneについては、初めて自分から『やってみたい』と言ってきたんです」とおっしゃっていました。この生徒さん

は授業時間中ずっと字幕を見ながら、「自分で」ノートを取り続けたそうです。 

この「自分で」ということがどれだけ難しいことでしょうか。利用生徒さんたちからは、実験後、「使ってみたい状

況」として「聞こえにくい授業」「難しい授業」「校外学習」などが挙げられました。裏を返せば、そういう環境で、こ

の生徒さんたちは「聞きとる」だけで精一杯、あるいは、それすらも非常に難しい状況に置かれているということ

です。もしもこの小さい機械によって、「聞き取る」ための疲労から少しでも解放されて、自分でノートやメモを取

ったり、自分で大事なところをチェックしたり、先生の冗談にクラスメイトと一緒に笑ったりする、という、ごく当た

り前の「授業」の共有に近づくことができるなら、MCC HubneT はそのためのお手伝いをしたいと思っています。 

 

ご協力いただきました皆様、どうもありがとうございました！ 


